
◎
安
全
・
安
心
な
都
市
基
盤

◎
環
境
と
調
和

◎
多
様
な
産
業
振
興

◎
健
全
な
行
財
政
・
行
革

◎
地
域
文
化
・
人
づ
く
り
・
教
育

◎
健
康
・
福
祉

３
月
定
例
会
は
、
３
月
２
日
に
招
集
さ
れ
、
３

月
２７
日
ま
で
の
２６
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。定

例
会
初
日
は
、
町
長
が
新
年
度
予
算
の
大
要

と
施
政
方
針
「
住
み
よ
い
ま
ち
、
住
み
た
く
な
る

ま
ち
幸
田
、
将
来
の
発
展
と
安
心
の
創
造
を
め
ざ

し
て
」
と
、
町
政
の
基
本
的
な
考
え
方
を
表
明
し

ま
し
た
。

１９
年
度
９
会
計
の
当
初
予
算
を
は
じ
め
、
１８
年

度
補
正
予
算
、
幸
田
町
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
、
３７
件
が
上
程
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
陳
情
３
件
を
審
議
し
ま
し
た
が
、
３

件
と
も
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案
と
し
て
、
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正
な
ど
、
２
件
が
提
出
さ
れ
可
決
し
ま
し

た
。１９

年
度
予
算
審
議
は
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
て
、
２
日
間
か
け
集
中
審
議
し
、
す
べ
て
可
決

し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
６
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た

り
厳
し
く
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

わが子の成長を願う

2● 平成19年5月1日



予算の
概要

安安全全・・
安安心心

対対策策

セセセセ
ーーーー
フフフフ
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をををを
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地地地地
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にににに
設設設設
置置置置

予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計

と
特
別
会
計
な
ど
合
わ
せ
て
、

２
１
３
億
６
２
６
４
万
円
で
、

平
成
１８
年
度
当
初
予
算
に
比
べ

６.１
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
総
額
１
２
３

億
９
６
５
０
万
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
６.５
％
増
額
、
特
別
会
計

は
土
地
取
得
、
農
業
集
落
排
水

事
業
が
減
額
、
そ
の
他
の
会
計

は
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
度
か
ら
、
通
所

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
な
く
な
り
、

幸
田
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

歳

入

町
税
は
定
率
減
税
の
廃
止
、

税
源
移
譲
の
本
格
化
な
ど
に
よ

る
町
民
税
増
、
自
動
車
関
連
企

業
な
ど
の
業
績
好
調
の
維
持
、

タ
バ
コ
税
増
な
ど
を
見
込
み
、

前
年
度
比
８.７
％
増
の
８８
億
６
８

２
０
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
譲
与
税
は
「
三
位
一
体

の
改
革
」
で
廃
止
と
な
り
１
億

５
０
０
０
万
円
減
、
自
動
車
重

量
譲
与
税
な
ど
は
前
年
度
同
額

と
見
込
み
、
国
庫
支
出
金
は
児

童
手
当
の
３
歳
未
満
児
へ
５
０

０
０
円
加
算
な
ら
び
に
、
支
給

対
象
者
の
増
な
ど
に
よ
り
、
５

億
６
６
５
７
万
円
で
３.８
％
増
と

な
り
ま
し
た
。

町
債
は
幸
田
中
央
公
園
整
備

事
業
用
地
買
戻
し
の
た
め
、
１

億
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

歳

出

普
通
建
設
事
業
の
主
な
も
の

は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
設
置
、
幸
田
駅
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
等
設
置
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ム
建
設
補
助
、
学
校
校
舎

耐
震
補
強
工
事
、
学
校
校
舎
大

規
模
工
事
、
大
日
蔭
運
動
場
用

地
購
入
な
ど
、
総
額
２３
億
５
３

５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
歳
出
費
用

総
務
費

・
セ
ー
フ
テ
ィ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

建
設
工
事

１
１
０
０
万
円

・
幸
田
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応

負
担
金

５
７
０
０
万
円

民
生
費

・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

６
０
０
９
万
円

・
乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
拡
大

小
学
校
３
年
生
ま
で

１
億
５
０
９
６
万
円

・
福
祉
巡
回
バ
ス
２
台
更
新

１
４
０
０
万
円

・
児
童
手
当
３
歳
未
満
一
律
１

万
円

１
億
１
０
４
０
万
円

衛
生
費

・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取

得
委
託
料

１
５
７
万
円

・
墓
園
整
備
構
想
委
託
料

２
０
０
万
円

農
林
水
産
業
費

・
ふ
れ
あ
い
農
園
開
設

２２
万
円

・
農
村
振
興
総
合
整
備
事
業

２
億
８
０
０
０
万
円

土
木
費

・
道
路
新
設
改
良
事
業

１
億
４
３
２
７
万
円

・
幸
田
駅
前
土
地
区
画
整
理
特

別
会
計
繰
出
事
業

１
億
２
３
５
１
万
円

・
�仮
相
見
駅
周
辺
開
発
整
備
事

業

２
億
６
１
３
５
万
円

消
防
費

・
災
害
対
策
一
般
事
業

３
１
７
６
万
円

教
育
費

・
幸
田
小
学
校
整
備
事
業

５
０
３
万
円

・
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

１
０
１
５
万
円

公
債
費

・
町
債
元
金
償
還
事
業

９
億
２
５
０
７
万
円

採決の状況

反対２・賛成１９で可決

全員賛成で可決

反対２・賛成１９で可決

反対２・賛成１９で可決

反対２・賛成１９で可決

全員賛成で可決

反対２・賛成１９で可決

反対２・賛成１９で可決

反対２・賛成１９で可決

前年度比（％）

６．５

▲９．５

６．８

０

３．５

皆増

▲２．８

▲８．０

６．５

３２．２

６．１

予算額

１２３億９，６５０万円

４億５，０３６万円

２６億４，２９８万円

１９億５，６５３万円

１１億１，１９４万円

２億５，１９６万円

３億６，７３４万円

９億９，１３４万円

６億８，７７０万円

５億 ５９９万円

２１３億６，２６４万円

会 計 名

一 般 会 計

土 地 取 得 特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

幸田駅前土地区画整理事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

収 益 的 支 出

資 本 的 支 出

合 計

水道事業
会 計

特

別

会

計

企業
会計

■19年度各会計の予算額 （▲は減）
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ご
み
袋
（小）
の新

設
を

Q
ご
み
袋
が
高
す
ぎ
る
。
引

き
下
げ
を
考
え
て
い
る
か
。

A
ご
み
処
理
場
の
な
い
事
情

を
理
解
し
て
ほ
し
い
。
値
上

げ
は
ご
み
減
量
化
の
啓
発
と

処
理
費
の
補
て
ん
に
あ
て
る
。

Q
分
別
意
識
が
徹
底
さ
れ
、

生
ご
み
量
が
減
少
し
て
き
て

い
る
の
で
、
ご
み
袋
�小
１８
�

の
新
設
を
。

A
早
急
に
実
施
し
た
い
。

Q
可
燃
ご
み
収
集
業
者
は
、

な
ぜ
一
社
な
の
か
。

A
他
に
適
切
な
業
者
が
な
い

と
判
断
し
て
い
る
。

図
書
館
に授

乳
室
を

Q
新
年
度
か
ら
図
書
館
の
利

用
時
間
が
増
え
る
が
、
授
乳

室
は
で
き
る
か
。

A
２
人
分
を
新
設
す
る
。

Q
４
月
２２
日
に
行
わ
れ
る
全

国
学
力
一
斉
テ
ス
ト
は
学
校

間
お
よ
び
個
人
の
競
争
に
拍

車
を
か
け
な
い
か
。

A
知
識
、
学
力
を
知
る
こ
と

で
必
要
な
こ
と
。
学
習
手
段

も
検
証
で
き
る
。

小さい袋が欲しい

新年度予算審議から
１９年度予算案は、予算特別委員会に付託され、
２日間にわたり慎重審議の結果可決しました。

4● 平成19年5月1日



討
論
討
論

乳
幼
児
医
療
費
は

小
学
3
年
ま
で
無
料

Q
無
料
化
に
な
る
対
象
者
数

は
。

A
対
象
者
は
約
１
１
４
０
人
。

Q
児
童
手
当
の
乳
幼
児
加
算

の
拡
大
は
ど
れ
だ
け
か
。

A
第
１
子
・
第
２
子
３
歳
未

満
児
に
５
０
０
０
円
を
加
算
。

Q
幸
田
保
育
園
駐
車
場
の
舗

装
を
透
水
性
に
す
る
考
え
は
。

A
普
通
舗
装
で
お
こ
な
う
。

Q
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
い

つ
か
ら
実
施
す
る
か
。

A
１９
年
度
中
に
実
施
。
対
象

は
６
年
生
ま
で
。せん

Q
住
民
広
場
の
剪
定
は
地
元

管
理
か
。

A
大
木
以
外
は
地
元
管
理
で
。

Q
小
学
校
に
設
置
さ
れ
る
Ａ

Ｅ
Ｄ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

A
各
小
学
校
に
設
置
す
る
が

小
児
用
パ
ッ
ト
を
用
い
た
も

の
。

Q
夏
場
は
暑
い
の
で
、
教
室

に
扇
風
機
の
設
置
を
。

A
幸
田
中
は
一
部
に
平
成
１８

年
度
取
り
つ
け
た
。
今
年
度

予
算
で
は
考
え
て
い
な
い
。

Q
文
化
財
保
護
事
業
で
本
光

ひ
ぐ
れ
の
び
ょ
う
ぶ

寺
の
「
日
暮
屏
風
」
を
修
理

し
た
と
聞
く
が
。

A
３
点
の
掛
軸
の
寄
託
を
受

け
た
。
１０
年
間
町
の
所
蔵
品

と
し
て
取
扱
っ
て
い
く
。

Q
文
化
財
の
取
扱
い
は
所
在

を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
り
、

な
ぜ
、
寄
贈
に
な
ら
な
か
っ

た
か
。

A
幸
田
町
で
寄
託
を
お
願
い

し
、
契
約
書
を
か
わ
し
て
い

る
。巡

回
バ
ス
は
中
型
か
ら

マ
イ
ク
ロ
に
変
更

Q
な
ぜ
、
巡
回
バ
ス
は
小
型

化
す
る
の
か
。

A
利
用
者
が
少
な
く
、
地
域

の
中
に
ま
で
入
る
に
は
小
型

車
が
適
し
て
い
る
と
判
断
。

Q
シ
ル
バ
ー
カ
ー
の
利
用
を

考
え
て
欲
し
い
。

A
シ
ル
バ
ー
カ
ー
の
積
載
は

大
型
化
と
な
る
。
バ
ス
利
用

は
色
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
、

少
し
ず
つ
改
善
し
て
い
き
た

い
。

Q
中
学
２
年
生
の
体
験
学
習

は
子
ど
も
に
良
い
刺
激
と

な
っ
て
い
る
。
農
業
体
験
を

Ｐ
Ｒ
し
て
頂
き
た
い
。

A
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

Q
墓
地
公
園
構
想
は
。

A
年
内
に
候
補
地
を
決
定
し

来
年
度
建
設
の
方
向
で
い
く
。

反反

対対
丸
山
千
代
子
議
員

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
税

源
移
譲
、
定
率
減
税
廃
止
の

影
響
は
１
万
７
３
７
７
人
に

お
よ
び
、
住
民
税
増
税
は
国

保
税
、
介
護
保
険
料
、
さ
ら

に
保
育
料
の
負
担
増
で
住
民

生
活
を
圧
迫
す
る
。

大
企
業
に
適
正
課
税
の
実

施
で
自
主
財
源
を
確
保
す
べ

き
で
あ
る
。

住
民
を
戦
時
体
制
に
ま
き

こ
む
国
民
保
護
計
画
。
７５
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
に

よ
る
負
担
増
。
農
家
切
り
捨

て
の
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
。
学
校
の
序
列
化
、
競

争
に
追
い
た
て
る
全
国
一
斉

学
力
テ
ス
ト
参
加
な
ど
、
住

民
の
く
ら
し
、
福
祉
、
教
育

が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。

国
の
悪
政
の
防
波
堤
と
な

り
地
方
自
治
を
守
る
べ
き
と

主
張
し
反
対
す
る
も
の
で
あ

る
。

賛賛

成成
杉
浦

務
議
員

町
民
の
願
う
住
み
良
い
ま

ち
、
住
み
た
く
な
る
ま
ち
、

安
全
で
安
心
し
て
住
め
る
ま

ち
幸
田
の
実
現
に
向
け
た
積

極
的
な
予
算
を
評
価
す
る
。

歳
入
で
は
町
税
総
額
８８
億

６
８
２
０
万
円
、
前
年
対
比

８.７
％
増
を
見
込
ま
れ
た
。

歳
出
で
は
、
学
校
・
集
会

施
設
の
耐
震
工
事
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
、

幸
田
駅
前
再
開
発
、
新
駅
の

誘
致
、
道
の
駅
実
施
設
計
、

ふ
れ
あ
い
農
園
の
開
設
、
小

学
校
３
年
ま
で
医
療
費
無
料

化
、
小
学
校
の
増
築
設
計
・

大
規
模
改
造
等
各
般
に
わ
た

り
バ
ラ
ン
ス
良
く
、
前
向
き

な
政
策
が
お
り
込
ま
れ
て
お

り
、
賛
成
の
立
場
を
明
確
に

す
る
。

中央のバスと同型に更新される

平成19年5月1日 ●5
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４
月
１
日
か
ら

小
学
校
３
年
生
ま
で

医
療
費
が
無
料
に

助
成
の
対
象
を
「
未
就
学

児
」
か
ら
「
小
学
校
３
年
生
ま

で
」
に
拡
大
し
ま
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

消
防
職
員
の

特
殊
勤
務
手
当
を

改
正

消
防
職
員
に
支
給
す
る
特
殊

勤
務
手
当
が
、
給
料
の
二
重
払

い
で
あ
る
と
改
善
を
受
け
、
月

額
支
給
か
ら
出
動
回
数
支
払
い

に
改
め
ま
す
。

Q
月
額
支
給
か
ら
回
数
支
給

に
な
る
影
響
は
。

A
現
在
４６
名
に
支
給
し
て
い

る
が
、
３６
名
が
減
額
の
対
象

に
な
り
、
日
勤
者
は
年
間
３

万
３
０
０
０
円
の
減
額
に
な

る
。

Q
年
間
、
ど
の
く
ら
い
の
影

響
額
か
。

A
全
体
で
７１
万
円
ほ
ど
減
額

に
な
る
。（全

員
賛
成
で
可
決
）

心
身
障
害
者

医
療
費

通
院
も
助
成

精
神
障
害
者
の
入
院
外
の
医

療
費
を
全
疾
病
助
成
し
、
１０
月

１
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

Q
対
象
者
、
該
当
件
数
、
年

間
の
見
込
額
は
。

A
７２
人
が
対
象
に
な
り
、
年

間
１
８
０
０
件
、
６
４
８
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

国
民
健
康
保
険

税
条
例
の

改
正

介
護
納
付
金
課
税
額
の
限
度

額
を
、
８
万
円
か
ら
９
万
円
に

引
き
上
げ
ま
す
。

Q
な
ぜ
限
度
額
を
引
き
上
げ

る
の
か
。

A
介
護
保
険
の
利
用
者
が
増

え
、
伸
び
率
が
１
６
０
％
に

な
っ
た
。
不
足
分
を
引
き
上

げ
る
。

Q
加
入
者
の
影
響
世
帯
数
は
。

A
１
７
８
世
帯
で
、
１
５
０

万
円
の
増
収
を
見
込
む
。

（
反
対
２
賛
成
１９
で
可
決
）

議議
員員
提提
出出
議議
案案

幸
田
町
議
会

委
員
会
条
例

の
一
部
改
正

議
員
定
数
が
１６
人
に
な
り
、

常
任
委
員
会
の
委
員
定
数
、
所

管
等
の
変
更
を
お
こ
な
う
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

幸
田
町
議
会

会
議
規
則
の

一
部
改
正

委
員
会
が
、
議
案
を
提
出
す

る
時
の
規
則
を
定
め
、
議
会
運

営
を
円
滑
に
お
こ
な
う
必
要
が

あ
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

監監
査査
委委
員員
にに

鴨鴨
下下
登登
ささ
んん
をを
選選
任任

任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
鴨

下
登
さ
ん
（
大
草
）
の
選
任
が

提
案
さ
れ
、
こ
れ
に
同
意
し
ま

し
た
。

改正前

自立支援医療（精神通院医療）

１・２級手帳なし

○

×

１・２級手帳保持者

○

×

改正後

自立支援医療（精神通院医療）

１・２級手帳なし

○

×

１・２級手帳保持者

○

○

精神疾患

精神疾患以外

条条条例例例改改改正正正

3月議会では、乳幼児医療費
の助成の条例改正を含む18議
案を審議し可決しました。
主なものをお知らせします。

■入院外に関する医療費

○＝助成対象 ×＝助成対象外

今日から１年生
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平平
成成
１１８８
年年
度度

最最
終終
補補
正正
予予
算算

会
計
年
度
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
予
算
の
追
加
や
減
額
な
ど
一
般
会
計
、
特

別
会
計
合
わ
せ
て
１０
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
町
税
３
億
円
、
繰
入
金
１
７
０
０
万
円
、
諸
収
入
９

０
０
万
円
の
増
額
の
ほ
か
、
国
・
県
支
出
金
の
増
減
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
放
課
後
児
童
対
策
事
業
１
３
０
万
円
、
市
場
公
民
館
屋
上
防
水

工
事
３
６
０
万
円
、
都
市
施
設
整
備
基
金
積
立
金
１
億
１
１
０
万
円
、
財
政
調

整
基
金
積
立
金
２
億
８
１
１
９
万
円
の
増
額
、
道
の
駅
造
成
工
事
費
３
０
０
０

万
円
、
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
５
０
０
万
円
、
学
校
給
食
費
委
託
料

８
０
０
万
円
等
の
減
額
な
ど
、
各
事
業
の
最
終
見
込
み
に
よ
る
調
整
が
お
こ
な

わ
れ
、
特
別
会
計
へ
の
繰
り
入
れ
、
繰
り
出
し
が
主
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
で
は
、
土
地
取
得
会
計
の
土
地
売
払
収
入
１
７
１
４
万
円
の
増
額
、

介
護
保
険
会
計
保
健
給
付
費
４
０
７
５
万
円
、
下
水
道
事
業
会
計
事
業
費
９
４

５
万
円
の
減
額
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計
は
、
収
益
的
収
入
・
支
出
の
増
額
補
正
と
な
り
ま
し
た
。

各
会
計
と
も
、
予
算
の
調
整
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

審審議議さされれたた他他のの議議案案
●幸田町固定資産評価員の選任について

（反対2賛成19で同意）

●平成１８年度西三河二市五町交通災害共済
組合決算認定について

（全員賛成で認定）

●字の区域の変更について
（全員賛成で可決）

●幸田町副町長定数条例の制定について
（全員賛成で可決）

●地方自治法の一部を改正する法律の施行
に伴う関係条例の整備に関する条例の制
定について （全員賛成で可決）

●幸田町職員の給与に関する条例の一部改
正について （全員賛成で可決）

●幸田町職員等の旅費支給条例の一部改正
について （全員賛成で可決）

●愛知県市町村職員退職手当組合規約の一
部改正について （全員賛成で可決）

●幸田町災害応急対策又は災害復旧のため
派遣された職員に対する災害派遣手当に
関する条例の一部改正について

（反対2賛成19で可決）

●幸田町手数料徴収条例の一部改正につい
て （全員賛成で可決）

●幸田町通所介護サービス事業特別会計設
置に関する条例の廃止について

（全員賛成で可決）

●蒲郡市幸田町衛生組合規約の一部改正に
ついて （全員賛成で可決）

●町道路線の認定及び廃止について
（全員賛成で可決）

陳陳 情情
●上下水道管敷設についての陳情書

（反対18賛成3で不採択）

●「リハビリテーションの日数制限撤廃を
求める意見書」の提出に関する陳情書

（反対17賛成4で不採択）

●トンネルじん肺根絶の抜本的な対策を求
める意見書の提出について

（反対15賛成6で不採択）

追追
加加
上上
程程

（
仮
称
）
相
見
駅
設
置

調
査
設
計
負
担
金

５
２
５
０
万
円
の

補
正
予
算

幸
田
町
・
幸
田
相
見
特
定
土

地
区
画
整
理
組
合
お
よ
び
東
海

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
Ｊ
Ｒ
東

海
）
と
「
新
駅
等
設
置
の
計
画

協
議
推
進
に
関
す
る
覚
書
」
を
、

平
成
１９
年
３
月
１
日
に
締
結
。

地
質
調
査
や
駅
舎
の
概
略
設

計
な
ど
の
調
査
設
計
負
担
金
を

Ｊ
Ｒ
東
海
に
支
払
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

（
反
対
２
賛
成
１９
で
可
決
）

補正後の額

１２４億２，６３５万円

４億６，３３１万円

２５億１，７７４万円

１０億４，７３１万円

１，１８０万円

１億 ２３９万円

３億７，９０７万円

１０億７，５９１万円

６億８，４２４万円

６億４，９３８万円

補 正 額

３億 ４６２万円

１，７６４万円

▲ ７，６７０万円

▲ ４，９８２万円

０円

▲ ２００万円

０円

▲ ９４５万円

２，７０３万円

３６７万円

会 計 名

一 般 会 計

土 地 取 得 会 計

国 民 健 康 保 険 会 計

介 護 保 険 会 計

通所介護サービス会計

幸田駅前土地区画会計

農業集落排水事業会計

下 水 道 事 業 会 計

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

水道
事業
会計

特

別

会

計

企業
会計

1188年年度度 33月月補補正正
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